第３学年 単元別学習内容一覧

上巻

	1　九九の表とかけ算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)

(技)

(知)
	乗数が1ずつ増減するときの積の変化，10や0のかけ算について理解する。

・九九表に関心を持ち，進んできまりや10や0のかけ算に取り組もうとする。
・乗数が増減するときの積の変化を，九九を基にして考えることができる。
・乗数の増減に伴う積の変化について理解し，10や0のかけ算ができる。
・乗数の増減に伴う積の変化の様子や10や0のかけ算の意味を理解している。
	6時間
2学期制：4月上旬～中旬
3学期制：4月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6～8
	1
	○九九の表を見て，進んでかけ算のきまりをみつける。
	・九九表からきまりをみつけることによる学習の動機づけ
	(関)九九の表を見て，進んでかけ算のきまりをみつけようとする。

	
	9
	2
	○乗数が1ずつ増減するときの積の変化を考察する。
	・乗数が1ずつ増減するときの積の変化
	(考)(知)乗数が1ずつ増減するときの積の変化を考察し，理解することができる。

	
	10～11
	3
・
4
	○10や0のかけ算の仕方を考え，答えを求める。
	・10や0のかけ算
	(技)(知)10や0のかけ算の仕方を考え，答えを求めることができる。

	
	12
	5
	○a×□＝bや□×a＝bの□にあてはまる数がaの段の九九を使って求められることを理解する。
	・a×□＝b，□×a＝bの□にあてはまる数をみつけること（わり算の素地）
	(考)(知)a×□＝bや□×a＝bの□にあてはまる数は，いずれもaの段の九九を使って求められることを理解している。

	たしかめましょう
	13
	6
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	2　わり算

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)

(技)
(知)
	わり算の意味と計算の仕方を理解する。
わり算とたし算，ひき算を組み合わせた問題を解くことができる。
・ものを分ける活動を通して，等分除と包含除の意味をとらえようとする。
・わり算の意味や計算の仕方について，かけ算を基にして考えることができる。
・わり算の意味を理解し，九九を使って確実に答えを求めることができる。
・等分除，包含除の違いを知り，わり算の意味を理解している。
	11時間
2学期制：4月中旬～5月上旬
3学期制：4月中旬～5月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①分け方とわり算
	14～18
	1
	○等分する活動を通して，等分除の意味を理解する。
	・あめを分ける場面によるわり算の学習への動機づけ
・わり算(等分除)の意味
【÷，わり算】
	(関)あめを等分する活動を通して，わり算に関心をもつ。
(知)等分除の意味を理解している。

	
	19
	2
	○等分除の答えの求め方を理解する。
	・わり算(等分除)の計算の仕方
	(考)(技)等分除の答えの求め方を考えることができる。

	
	20～21
	3
	○包含除の意味と答えの求め方を理解する。
	・わり算(包含除)の意味と計算の仕方
	(知)包含除の意味を理解している。
(考)(技)包含除の答えの求め方を考えることができる。

	
	22
	4
	○等分除も包含除も同じわり算の式に表せ，九九を使って答えが求められることを理解する。
	・等分除と包含除の統合
	(考)等分除も包含除も同じ式に表せ，いずれも九九を使って答えが求められることを理解する。

	
	23
	5
	
	・練習
	

	②わり算を使って
	24
	6
	○身の回りからわり算の場面をみつけ，いろいろな問題をつくる。
	・わり算の作問
	(関)(知)身の回りからわり算の場面を探し，いろいろ問題をつくろうとする。

	
	25
	7
	○倍を求める計算の答えを，わり算を使って求めることができる。
	・倍を求めるわり算
	(技)(知)倍を求めるときもわり算が使えることを知り，答えを求めることができる。

	
	26
	8
	○わり算とたし算，ひき算の複合問題を解決する。
	・わり算とたし算，ひき算の複合問題
	(技)数量の関係を的確にとらえ，わり算とたし算，ひき算の複合問題を解決することができる。

	③答えが九九にないわり算
	27
	9
	○(何十)÷(何)，0÷(何)のわり算の計算の仕方を考える。
	・(何十)÷(何)，0÷(何)のわり算の仕方
	(考)既習事項を基に，(何十)÷(何)，0÷(何)のわり算の意味と計算の仕方を考えることができる。

	
	28
	10
	○(何十何)÷(何)で位毎にわれるわり算の計算の仕方を考える。
	・(何十何)÷(何)で位毎にわれるわり算の仕方
	(考)既習事項を基に，(何十何)÷(何)で，位毎にわれるわり算の計算の仕方を考えることができる。

	たしかめましょう
	29～30
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	31
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬


	◎　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・除法の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	32～33
	1
	・ピクニックの場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	3　円と球

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)

(技)

(知)
	円や球についての基本的な事項を理解する。

コンパスを使って円をかいたり，長さを写し取ったりすることができる。

・円や球に関心をもち，それらについて調べようとする。
・円を使った模様のかき方や球の直径の測り方を考えることができる。
・円や円を使った模様をかいたり，球の直径を測ったりすることができる。
・円や球についての基本的な事項を理解している。
	7時間
2学期制：5月中旬～下旬
3学期制：5月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	34～35
	1
	○こまづくりを通して，円の学習に関心を持つ。
	・こまづくりによる学習への動機づけ
	(関)こまづくりを通して，円の学習に関心を持つ。

	
	36～37
	2
	○円とその中心，半径について理解し，コンパスを使って円をかくことができる。
	・円の概念と中心，半径の性質，作図
【円，中心，半径】
	(技)(知)円とその中心，半径などについて理解し，コンパスを使って円をかくことができる。

	
	38
	3
	○直径の性質について理解する。
	・直径の性質
【直径】
	(考)直径の性質について考えることができる。

	
	39
	4
	○円を使って模様をかくことができる。
	・コンパスを使ったもようづくり
	(考)(技)円を使った模様のかき方を考え，かくことができる。

	
	40
	5
	○コンパスを使って，長さを写し取ることができる。
	・コンパスのディバイダーとしての使い方
	(技)コンパスを使って，長さを写し取ることができる。

	
	41
	6
	○球についての基本的な事項を理解する。
	・球の概念と性質
【球】
	(知)球についての基本的な事項を理解している。

	たしかめましょう
	42～43
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　算数じっけん室

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	マンホールのふたが円になっている理由を考え，仮説を立て，実験で確かめる。
・マンホールのふたの形に関心をもち，実験しようとする。
・円，正三角形，正方形の形で実験し，円が落ちないわけを考えることができる。
・円，正三角形，正方形の形で実験することができる。
・円，正三角形，正方形の性質を確実に理解している。
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	44～45
	1
	・マンホールのふたが円になっている理由について考え，実験で確かめる。


	◎　わくわく算数学習

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	ボールのはいった箱の縦の長さの求め方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	46～49
	1
	・ボールのはいった箱の縦の長さの求め方を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	◎　かくれた数はいくつ(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	3要素2段階の順思考と逆思考の複合問題を解決することができる。
・筋道立てて考えるよさに気づき，進んで取り組もうとする。
・数量の関係を適切にとらえ，筋道立てて考えることができる。
・順思考と逆思考の複合問題を線分図などに表して，解決することができる。
・順思考と逆思考の複合問題の解き方を理解している。
	2時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	50
	1
	○線分図を見て，3要素2段階の順思考と逆思考の複合問題を解くことができる。
	・3要素2段階の順思考と逆思考の複合問題
	(考)数量の関係を適切にとらえ，筋道立てて問題を解決することができる。

	
	51
	2
	○線分図にかいて，3要素2段階の順思考と逆思考の複合問題
	・3要素2段階の順思考と逆思考の複合問題
・線分図にかいて問題を解決すること
	(考)数量の関係を適切にとらえ，筋道立てて問題を解決することができる。

(技)数量の関係を線分図などに表すことができる。


	＊　ふく習　じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	52～53
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬


	4　たし算とひき算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)
(知)
	桁数の少ない場合を基にして，3桁の加減の筆算の仕方を考えることができる。
・(3桁)±(3桁)の計算の仕方を進んで考えようとする。
・桁数の少ない場合を基にして，(3桁)±(3桁)の筆算の仕方を考えることができる。
・正しく(3桁)±(3桁)の筆算をして，答えを求めることができる。
・(3桁)±(3桁)の筆算の仕方を理解している。
	12時間
2学期制：6月上旬～中旬
3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	54
	1
	○100を単位とする数の相対的な見方に基づいて加減計算ができる。
	・花の買い物の場面での3桁の数の計算の学習への動機づけ
	(関)花の買い物場面を通して，3桁の数の計算に関心を持つ

	①何百のたし算とひき算
	55
	
	
	・100を単位とした数の相対的な見方に基づく(何百)＋(何百)とその逆のひき算
	(考)(技)100を単位とする数の相対的な見方に基づいて加減計算ができる。

	②たし算の筆算
	56
	2
	○(3桁)＋(3桁)で一の位が繰り上がる筆算の仕方を理解する。
	・(3位数)＋(3位数)で一の位が繰り上がる筆算
	(技)(知)(3桁)＋(3桁)で一の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	57
	3
	○(3桁)＋(3桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算の仕方を考える。
	・(3桁)＋(3桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算
	(考)(技)(3桁)＋(3桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	58
	4
	○(3桁)＋(3桁)で百の位が繰り上がる筆算の仕方を考える。
	・(3桁)＋(3桁)で百の位が繰り上がる筆算
	(考)(技)(3桁)＋(3桁)で百の位が繰り上がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	59
	5
	
	・練習
	

	③ひき算の筆算
	60
	6
	○(3桁)－(3桁)で，十の位が繰り下がる筆算の仕方を理解する。
	・(3桁)－(3桁)で十の位が繰り下がる筆算
	(技)(知)(3桁)－(3桁)で十の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	61
	7
	○(3桁)－(3桁)で百の位が繰り下がる筆算の仕方を考える。
	・(3桁)－(3桁)で百の位が繰り下がる筆算
	(考)(技)(3桁)－(3桁)で百の位が繰り下がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	62
	8
	○(3桁)－(3桁)で，十の位と百の位が繰り下がる筆算の仕方を考える。
	・(3桁)－(3桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算
	(考)(技)(3桁)－(3桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	63
	9
	○(何百何)－(3桁)で，繰り下がりが2桁に及ぶ筆算の仕方を考える。
	・(何百何)－(3桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算
	(考)(技)(何百何)－(3桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算の仕方を考えることができる。

	
	64
	10
	
	・練習
	

	④4けたの数の筆算
	65
	11
	○既習事項に基づいて，(4桁)±(4桁)の筆算の仕方を考える。
	・(4桁)±(4桁)の加減の筆算
	(考)桁数の少ない場合を基にして，(4桁)±(4桁)の筆算の仕方を考えることができる。

	たしかめましょう
	66
	12
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	67
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬


	5　一億までの数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)

(技)

(知)
	一億までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解する。
10倍，100倍や10でわった数の位の変化を理解する。
・生活の中にある大きな数に関心を持ち，そのしくみを調べようとする。
・十進位取り記数法に基づいて，一億までの数のしくみを考えることができる。
・一億までの数について，よんだり，かいたり，大小を判断することができる。
・一億までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解している。
	10時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①万の位
	68～70
	1
	○一万をこえる数の数のしくみを理解する。
	・マラソンの場面による学習の動機づけ
・一万をこえる数の表し方
【一万の位】
	(関)マラソンの参加者数を通して，大きな数の表し方に関心をもつ。

	
	71
	2
	○十進位取り記数法に基づいて，千万の位までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解する。
	・千万の位までの数の表し方
【十万の位，百万の位，千万の位】
	(考)(知)十進位取り記数法に基づいて，千万の位までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解している。

	
	72～73
	3
	○一億までの数のしくみを理解する。
	・一億までの数の理解

【一億】
	(技)(知)一億までの数のしくみを理解することができる。

	
	74
	4
	○一億までの数の系列を理解し，大小判断ができる。
	・一億までの数の系列・大小
【数直線】
	(技)(知)一億までの数の系列を理解し，大小判断ができる。

	
	75
	5
	○10000を単位とした数の相対的な見方に基づいて大きな数の加減計算ができる。
	・10000を単位とした数の相対的な見方に基づく加減計算
	(考)10000を単位とした数の相対的な見方に基づいて大きな数の加減計算ができる。

	②10倍した数，10でわった数
	76～77
	6
・
7
	○10倍，100倍したときの位の変化について考察する。
	・10倍，100倍した数と位の変化
	(考)(知)10倍，100倍したときの位の変化の様子を考えることができる。

	
	78
	8
	○10でわったときの位の変化について考察する。
	・10でわった数と位の変化
	(考)(知)10でわったときの位の変化の様子を考えることができる。

	
	79
	9
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	80～81
	10
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　買えますか？　買えませんか？

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。
・買えるか買えないかを判断しようとする。
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	82～83
	1
	・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。


	6　たし算とひき算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	簡単な(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の暗算ができる。
・簡単な(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の計算を暗算で行おうとする。
・(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の暗算の仕方を考えることができる。
・(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の計算が暗算でできる。
・(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の暗算の仕方を理解している。
	4時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	84
	1

・
2
	○(2桁)＋(2桁)の計算が暗算でできる。
	・(2桁)＋(2桁)の暗算
	(技) (2桁)＋(2桁)の計算が暗算でできる。

	
	85
	3
・
4
	○(2桁)－(2桁)，100－(2桁)の計算が暗算でできる。
	・(2桁)－(2桁)，100－(2桁)の暗算
	(技) (2桁)－(2桁)，100－(2桁)の計算が暗算でできる。


	◎　夏休みの算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	路のつながり方に着目して，いろいろな迷路を構成することができる。
・迷路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。
・路のつながり方に着目して，迷路が構成できるきまりを考えることができる。
・路のつながり方に着目して，適切な迷路をつくることができる。
・路をつないで迷路が構成できるきまりを理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	86～87
	1
	・路のつながり方に着目して，いろいろな迷路をつくる。


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	88～89
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：7月下旬
3学期制：9月上旬


	7　時間と長さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分と秒の関係について知り，必要な時刻や時間を求めること。

長さの単位kmについて知り，長さの計算ができる。
・進んで日常生活で必要な時刻や時間を求めようとする。
・進んで道のりの見当をつけたり，長さを巻き尺で測ろうとする。
・時，分，秒が60進法に基づいていることを使って，時間や時刻の求め方を考えることができる。
・長さの量感を身につけ，それを根拠にいろいろな長さを予想できる。
・ストップウオッチを使って時間を測定したり，時刻や時間の計算ができる。
・巻き尺を使って身の回りの長さを測定したり，簡単な長さの計算ができる。
・時間の単位 秒 を知り，分と秒の関係，時刻や時間の求め方を理解している。
・長さの単位kmを知り，長さを巻き尺でを測定する方法を理解している。
	8時間
2学期制：7月下旬～9月中旬
3学期制：9月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	90
	1
	○時刻と時間，長い長さに関心をもつ。

○時間が60進法に基づいていることを使って，時刻や時間を求める。
	・学校の回りの探検による時刻と時間，長さの学習への動機づけ
	(関)学校の回りの探検を通して，時刻と時間，長さに関心をもつ。

	①時こくと時間
	91～92
	
	
	・時刻や時間の求め方
	(考)(技)時間が60進法に基づいていることを使って，時刻や時間を求めることができる。

	
	93
	2
	○一定時間経過前後の時刻を求めることができる。
	・一定時間経過前後の時刻の求め方
	(考)(技)時間が60進法に基づいていることを使って，一定時間経過前後の時刻を求めることができる。

	
	94
	3
	○秒について知り，分と秒の関係を理解している。
	・時間の単位 秒 の理解，1分＝60秒
【秒】
	(知)時間の単位 秒 について知り，分と秒の関係を理解している。

	②長さ調べ
	95
	4
	○長さの単位kmを知り，mとkmの関係を理解する。
	・長さの単位kmの理解，1km＝1000ｍ
【km，キロメートル】
	(関)長い長さの表し方に関心を持つ。
(知)長さの単位kmを知り，mとkmの関係を理解している。

	
	96
	5
	○mやkmに関する簡単な長さの加減計算ができる。
	・長さの加減計算
	(技)mやkmに関する簡単な長さの加減計算ができる。

	
	97
	6
	○巻き尺を使って身の回りの長さを測定する。
	・巻尺の使い方
	(技)巻き尺を使って身の回りの長さを測定することができる。

	
	98
	7
	○時間と道のりに関する量感を育てる。
	・いろいろな場所まで歩くときのかかる時間や道のりを予想し，確かめること
	(考)(技)いろいろな場所まで歩くときのかかる時間や道のりについて妥当な予想ができる。

	たしかめましょう
	99
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習　じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	100～101
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬


	8　あまりのあるわり算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)
(知)
	・わり算の余りの意味を理解し，余りのあるわり算の計算ができる。
・余りのあるわり算の計算の仕方をかけ算との関連でとらえようとする。
・わり算の余りの意味と計算の仕方をかけ算を基にして考えることができる。
・余りのあるわり算ができ，かけ算を使って答えを確かめることができる。
・わり算の余りの意味と計算の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：9月中旬～10月上旬
3学期制：9月下旬～10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	102
	1
	○わり算の余りの意味を理解し，正しく計算ができる。
	・あめを分ける場面での余りのあるわり算への動機づけ
	(関)あめを分ける場面を通して，余りがあるわり算について考えようとする。

	①あまりのあるわり算のしかた
	103
	
	
	・余りのあるわり算の意味と計算の仕方
【あまり，わり切れる，わり切れない】
	(技)(知)わり算の余りの意味を理解し，正しく計算ができる。

	
	104～105
	2
・
3
	○除数と余りの大小関係を理解する。
	・除数と余りの大小関係
	(考)余りは除数よりも常に小さくなることを理解し，その理由を説明できる。

	
	106
	4
	○かけ算を使って，余りのあるわり算の確かめをすることができる。
	・余りのあるわり算の答えの確かめ
	(技)(知)かけ算を使って，余りのあるわり算の確かめをすることができる。

	
	107
	5
	
	・練習
	

	②あまりを考えて
	108
	6
	○状況に応じて，余りを切り上げたり切り捨てたりすることができる。
	・余りを処理する問題
	(考)(技)状況に応じて余りを切り上げるか切り捨てるかを判断することができる。

	たしかめましょう
	109
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　かくれた数はいくつ(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	乗法や除法の逆思考の問題を解くことができる。
・問題解決の際，乗法や除法に関する知識や技能を用いようとする。
・乗法や除法の逆思考の問題で，数量の関係を線分図や関係図に表し，乗除の関係を見抜くことができる。
・乗法や除法の逆思考の問題を，線分図や関係図をかいて解くことができる。
・乗法と除法の相互関係を理解している。
	2時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	110～111
	1
	○数量の関係を線分図や関係図にかいて乗法逆の除法の問題を考えることができる。
	・乗法の逆思考の問題（□×a＝b）
	(考)乗法逆の除法の問題について考えることができる。
(技)数量の関係を線分図や関係図にかくことができる。

	
	112
	2
	○数量の関係を線分図や関係図にかいて除法逆の乗法の問題を考えることができる。
	・除法の逆思考の問題（□÷a＝b）
	(考)除法逆の乗法の問題について考えることができる。
(技)数量の関係を線分図や関係図にかくことができる。


	★　発見！算数島

	ページ
	学習内容
	指導時数

	113～144
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「発見！算数島」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻

	9　三角形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)
(知)
	・二等辺三角形，正三角形について理解し，それらをかくことができる。
・二等辺三角形や正三角形に関心をもち，それらの性質を調べようとする。
・いろいろな三角形から二等辺三角形や正三角形を弁別することができる。
・コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。
・二等辺三角形や正三角形の定義・性質について理解している。
	7時間
2学期制：10月中旬～下旬
3学期制：10月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①二等辺三角形と正三角形
	2～4
	1
	○三角形を辺の長さに目をつけて分類する。
	・ストローやひごでつくった三角形の分類による三角形の学習への動機づけ
【二等辺三角形，正三角形】
	(関)三角形を辺の長さに目をつけて分類しようとする。

	
	5
	2
	○二等辺三角形の性質を使って，かき方を考える。
	・コンパスを使った二等辺三角形，正三角形のかき方
	(考)(技)二等辺三角形の性質を使って，かき方を考えることができる。

	
	6～7
	3
	○円の中にかいた三角形が二等辺三角形であることを説明する。
	・円や色紙を使った三角形づくり
	(考)円の中にかいた三角形が二等辺三角形であることを，性質を根拠に説明することができる。

	②角
	8～9
	4
	○角について理解し，角の大小を判断する。
	・角についての理解，角の大きさ比べ
【角】
	(技)(知)角について理解し，角の大小を判断することができる。

	
	10
	5
	○二等辺三角形と正三角形の角に関する性質を理解する。
	・二等辺三角形と正三角形の角
	(知)二等辺三角形と正三角形の角についての性質を理解している。

	
	11
	6
	○二等辺三角形や正三角形を敷き詰め，いろいろな形をみつける。
	・二等辺三角形や正三角形による敷き詰め
	(技)二等辺三角形や正三角形を敷き詰め，いろいろな形を見出すことができる。

	たしかめましょう
	12～13
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　何倍でしょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の問題を解決することができる。
・オペレーターに着目した考えを使って，問題を解決しようとする。
・オペレーターに着目する考えのよさに気づくことができる。
・オペレーターに着目して問題を解決することができる。
・a倍のb倍が(a×b)倍になることを理解している。
	2時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	14
	1
	○順に考えたり，まとめて考えて問題を解決する。
	・3要素2段階の問題を，順に考えたり，まとめて考えて解決すること
	(考)順に考えたり，まとめて考えて問題を解決することができる。

	
	15
	2
	○何倍になるかに着目して数量の関係を関係図に表し，問題を解決する。
	・オペレーターに着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の問題を解決すること
	(考)オペレーターに着目する考えのよさに気づき，何倍になるかを考えて問題を解決することができる。
(技)数量の関係を関係図に表すことができる。


	10　計算のじゅんじょ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	乗法の結合法則について理解する。
・乗法の結合法則を使って問題を解決しようとする。
・多くの数をかけるときの計算方法を考えることができる。
・乗法の結合法則を使って，問題を解決することができる。
・乗法の結合法則について理解している。
	1時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	16～17
	1
	○乗法の結合法則について理解する。
	・乗法の結合法則
	(考)(知)多くの数をかけるとき，どこから先に計算しても答えは同じになることを理解している。


	11　1けたをかけるかけ算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2,3桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
・(2,3桁)×(1桁)の筆算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・十進位取り記数法を基にして，(2,3桁)×(1桁)の筆算の仕方を考えることができる。
・(2,3桁)×(1桁)の筆算ができる。また，簡単な(2桁)×(1桁)の暗算ができる。
・(2,3桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解している。
	13時間
2学期制：11月上旬～下旬
3学期制：11月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①何十・何百のかけ算
	18～20
	1
	○10や100の個数に着目して，(何十,何百)×(1桁)の計算ができる。
	・買い物の場面による(2,3桁)×(1桁)の計算の学習への動機づけ
	(関)買い物場面を通して，何十や何百に1桁の数をかける計算に関心をもつ。
(技)10や100を単位とした数の相対的な見方で，(何十,何百)×(1桁)の計算ができる。

	②(2けた)×(1けた)の筆算
	21
	2
	○(2桁)×(1桁)の計算を位毎に分けて考える。
	・(2桁)×(1桁)の計算を位毎に分けて考えること
	(考)(2桁)×(1桁)の計算を位毎に分けて考えることができる。

	
	22～23
	3
・
4
	○(2桁)×(1桁)の筆算(積が100未満)ができる。
	・(2桁)×(1桁)の筆算（積が100未満）
	(技)(2桁)×(1桁)の筆算(積が100未満)の仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて計算ができる。

	
	24～25
	5
・
6
	○(2桁)×(1桁)の筆算(積が100以上)ができる。
	・(2桁)×(1桁)の筆算（積が100以上）
	(技)(2桁)×(1桁)の筆算(積が100以上)の仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて計算ができる。

	
	26
	7
	
	・練習
	

	③(3けた)×(1けた)の筆算
	27～28
	8
・
9
	○(3桁)×(1桁)の筆算ができる。
	・(3桁)×(1桁)の筆算
	(技) (3桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて計算ができる。

	
	29
	10
	○(3桁)×(1桁)の筆算(十の位が空位)ができる。
	・(3桁)×(1桁)の筆算（十の位が空位）
	(技) (3桁)×(1桁)の筆算(十の位が空位)の仕方を理解し，計算ができる。

	
	30
	11
	
	・練習
	

	④暗算
	31
	12
	○簡単な(2桁)×(1桁)の暗算ができる。
	・簡単な(2桁)×(1桁)の暗算
	(技)簡単な(2桁)×(1桁)の計算が暗算でできる。

	たしかめましょう
	32
	13
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	33
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：11月下旬
3学期制：11月下旬


	12　重　さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	重さの普遍単位g，kgについて理解し，測定することができる。
・物の重さに関心をもち，身近な物の重さを測定しようとする。
・重さの量感に基づいて，身近な物の重さを予想することができる。
・目的に応じて計器を選び，身近な物の重さが測定できる。
・1kgの重さの量感を身につけている。また，g，kg，tの単位間の関係を理解している。
	8時間
2学期制：11月下旬～12月上旬
3学期制：11月下旬～12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	34～35
	1
	○天秤を使って重さを比較したり，1円玉を使って重さを測定する。
	・天秤を使った重さの間接比較，1円玉(任意単位)を使った測定による重さへの動機づけ
	(関)天秤を使って重さの間接比較をしたり，1円玉を使って重さを測定しようとする。

	
	36
	2
	○重さの普遍単位gについて理解し，測定する。
	・重さの普遍単位gの理解と測定
【g，グラム】
	(技)(知)重さの普遍単位gを理解し，測定することができる。

	
	37
	3
	○重さの普遍単位kgについて知り，kgとgの関係を理解する。
	・重さの普遍単位kgと1kg＝1000gの理解
【kg，キログラム】
	(考)(知)重さの普遍単位kgと1kg＝1000gの関係を理解することができる。

	
	38
	4
	○1kgの量感を身につける。
	・1kgの量感の感得
	(知)1kgの量感を身につけている。

	
	39
	5
	○適切に計器を選んで重さを測定することができる。
	・物の重さの予想と計器の選択
	(考)(技)物の重さの見当をつけ，適切に計器を選んで測定することができる。

	
	40～41
	6
	○重さのの加減計算ができる。
	・重さの加減計算
	(技)重さのの加減計算ができる。

	
	42～43
	7
	○重さの普遍単位tの意味，接頭語k (キロ)やm(ミリ)の意味を理解する。
○長さやかさ，重さの単位で，単位の間の関係を導く。
	・重さの普遍単位g，kg，tの間の関係
・kがつくと1000倍になること
・単位の間に，10倍，100倍，1000倍の関係があること
【t，トン】
	(知)重さの普遍単位tや接頭語k (キロ)，m(ミリ)の意味を理解している。
(考)(知) 長さやかさ，重さの単位を適切に選ぶことができ，単位の間の関係を導くことができる。

	たしかめましょう
	44～45
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	13　分　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	単位の大きさに満たない端数部分などを表すのに分数を用いることを知り，分数の意味や表し方，加減計算の仕方を理解する。
・端数部分などの表し方を，具体的な操作を通していろいろ考えようとする。
・分数の意味に基づいて分数の大小や加減計算の仕方を考えることができる。
・分数を使って端数部分などを表すことができる。また，簡単な同分母分数の加減計算ができる。
・分数を使った端数部分などの表し方を理解している。
	10時間
2学期制：12月上旬～下旬
3学期制：12月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	46～47
	1
	○端数部分を表すのに分数を用いることを理解する。
	・端数部分の表し方による分数の学習への動機づけ
【
[image: image1.wmf]2

1

 ，2分の1，
，3分の1】
	(関)端数部分を表すのに分数を用いようとする。
(知)はしたの量を表すのに分数を用いることを理解している。

	
	48
	2
	○分数は，単位分数のいくつ分で表せることを理解する。
	・端数部分の表し方（単位分数のいくつ分）
【
[image: image4.wmf]3

2

，3分の2，分数，分母，分子】
	(考)(技)単位分数以外の分数は，単位分数のいくつ分で表せることに気づく。
(知)分母，分子の用語を知っている。

	
	49
	3
	○1に満たない液量を分数で表す。
	・液量の分数表示，10等分した大きさ
【
[image: image5.wmf]10

1

】
	(知)液量も分数で表せることを理解している。

	
	50
	4
	○数としての分数の意味を理解する。

○分母と分子が同じ分数は1に等しいこと理解する。
	・数としての分数，
 ＝1
	(知)分数は数の仲間であるとを理解している。
(考)分母と分子が同じ分数は1に等しいことを分数の意味に基づいて考えることができる。

	
	51
	5
	○分数を数直線上に表す。
	・分数を数直線上に表すこと
	(技)分数を数直線上に表すことができる。

	
	52
	6
	○同分母分数の大小を判断することができる。
	・同分母分数の大小
【等号，不等号】
	(考)(技)分数の意味に基づいて，分数の大小を判断することができる。

	
	53
	7
	○分数の意味に基づいて，分数の加法の仕方を考える。
	・同分母分数の加法
	(考)(技)分数の意味に基づいて，分数のたし算の仕方を考えることができる。

	
	54
	8
	○分数の意味に基づいて，分数の減法の仕方を考える。
	・同分母分数の減法
	(考)(技)分数の意味に基づいて，分数のひき算の仕方を考えることができる。

	
	55
	9
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	56～57
	10
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　べつべつに，いっしょに

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	加減と乗法の混じった問題について，まとまりを考えて解決することができる。
・加減と乗法の混じった問題に進んで取り組もうとする。
・加減と乗法の混じった問題で，まとめてかける方法のよさを気づくことができる。
・加減と乗法の混じった問題について，まとまりを考えて解くことができる。
・加減と乗法の混じった計算では，別々に考えても，組にして考えても答えは同じになることを理解している。
	3時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	58
	1
	○加法と乗法の混じった問題を，別々に考えたり，まとまりを考えて解決することができる。
	・加法と乗法の混じった問題を，別々に考えたり，まとまりを考えて解決すること
	(考)加法と乗法の混じった問題を，別々に考えたり，まとまりを考えて解決することができる。

	
	59
	2
	○加法と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決することができる。
	・加法と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決すること
	(考)加法と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決することができる。

	
	60～61
	3
	○減法と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決することができる。
	・減法と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決すること
	(考)減法と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決することができる。


	14　計算のきまり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分配法則について理解し，正しく計算ができる。
・分配法則に関心を持ち，進んで計算しようとする。
・分配法則を理解し，そのことを説明することができる。
・分配法則を理解し，正しく計算することができる。
・分配法則の意味と計算の順序について理解している。
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	62～63
	1
	○分配法則について理解し，正しく計算ができる。
	・分配法則a×c＋b×c＝(a＋b)×c
	(技)(知)分配法則について理解し，正しく計算ができる。


	15　表とグラフ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	資料を分類・整理し，目的に応じて観点をきめ，表にまとめることができる。
棒グラフについて理解し，よんだりかいたりできる。
・身近な事象について，目的に応じて表にまとめたり，よんだりしようとする。
・落ちや重なりがないように，資料を分類・整理する方法を考えることができる。
・資料を分類・整理して表にまとめ，棒グラフに表すことができる。
・資料を分類・整理して表にまとめたり，棒グラフに表す方法を理解している。
	8時間
2学期制：1月中旬～下旬
3学期制：1月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	64
	1
	○資料を落ちや重なりがないように分類・整理する方法を考える。
	・スポーツ調べによる表や棒グラフの学習への動機づけ
	(関)スポーツ調べを通して，資料を手際よく分類・整理する方法を考えようとする。

	①表づくり
	65
	
	
	・資料を分類・整理して表にまとめること（正の字を使った方法）
	(考)資料を落ちや重なりがないように分類・整理する方法を考えることができる。

	②ぼうグラフ
	66～67
	2
・
3
	○棒グラフの見方やよみ方について理解する。
	・棒グラフの見方，よみ方
【ぼうグラフ】
	(技)(知)棒グラフについて見方・よみ方を理解する。

	
	68～69
	4
	○棒グラフのかき方を理解し，実際にかくことができる。
	・棒グラフのかき方
	(技)(知)棒グラフのかき方を理解し，実際にかくことができる。

	
	70
	5
	○1目もりが1でない棒グラフをかくことができる。
	・1目もりが1でない棒グラフのかき方
	(考)(技)1目もりが1でない棒グラフのかき方を考え，実際にかくことができる。

	③表やグラフを使って
	71
	6
	○簡単な2次元の表について知る。
	・簡単な2次元の表
	(考)同一項目の場合は，1つの表にまとめると便利であることに気づく。

	
	72
	7
	○2つの棒グラフを見て，特徴を考察する。
	・2つの棒グラフの比較
	(考)2つの棒グラフを見て，特徴をよみとり，それを説明することができる。

	たしかめましょう
	73
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	16　小　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	端数部分の表し方として小数があることを知り，その意味や表し方を理解する。

[image: image8.wmf]10

1

の位までの小数の加減計算ができる。
・分数とは別の端数部分の表し方について関心を持つ。
・小数の大小・系列，加減計算を小数の意味に基づいて考えることができる。
・
[image: image9.wmf]10

1

の位までの小数の加減計算ができる。
・小数の大小・系列，加減計算の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：2月上旬～中旬
3学期制：2月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	74
	1
	○小数について理解し，よんだり，かいたりすることができる。
	・
[image: image10.wmf]10

1

による端数部分の表し方による小数の学習への動機づけ
	(関)[image: image12.wmf]10

1

による端数部分の表し方の別の表し方に関心をもつ。

	①はしたの大きさと小数
	75
	
	
	・小数の表し方

【0.1,小数,小数点,[image: image14.wmf]10

1

の位,整数】
	(知)小数について理解し，よんだり，かいたりすることができる。

	
	76
	2
	○小数を使って，複名数を単名数で表記することができる。
	・小数の表し方，小数表記と複名数表記
	(技)はしたの長さを小数で表したり，小数を使って，複名数を単名数で表記することができる。

	②小数の大きさ
	77
	3
	○小数の構成を理解し，数直線上に表したり，大小比較ができる。
	・小数の構成，数直線上への表記，大小・系列
	(知)小数の構成を理解し，数直線上に表したり，大小比較ができる。

	
	78
	4
	○小数と分母が10の分数との関係を理解する。
	・数直線上での小数と分数との関係
	(考)数直線を使って，小数と分母が10の分数との関係を考えることができる。

	③小数のたし算・ひき算
	79
	5
	○0.1の個数に着目して，簡単な小数の加減計算が暗算できる。
	・0.1のいくつ分という見方による加減計算
	(技)0.1のいくつ分という見方で，簡単な小数の加減計算が暗算でできる。

	
	80
	6
	○[image: image16.wmf]10

1

の位までの小数の加法の筆算ができる。
	・
[image: image17.wmf]10

1

の位までの小数の加法の筆算
	(技)(知)[image: image19.wmf]10

1

の位までの小数のたし算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	81
	7
	○[image: image21.wmf]10

1

の位までの小数の減法の筆算ができる。
	・
[image: image22.wmf]10

1

の位までの小数の減法の筆算
	(技)(知)[image: image24.wmf]10

1

の位までの小数のひき算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	82
	8
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	83
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	84～85
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	17　2けたをかけるかけ算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2,3桁)×(2桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
・(2,3桁)×(2桁)の筆算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・十進位取り記数法を基にして，(2,3桁)×(2桁)の筆算の仕方を考えることができる。
・(2,3桁)×(2桁)の筆算ができる。
・(2,3桁)×(2桁)の筆算の仕方を理解している。
	6時間
2学期制：2月中旬～下旬
3学期制：2月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	86
	1
	○1桁をかける計算を基にして，何十をかける計算の仕方を考える。
	・1桁をかける計算を基にした，何十をかける計算への動機づけ
	(関)みかん3個の値段と30個の値段を比べることから，何十をかける計算の仕方を考えようとする。

	①何十をかけるかけ算
	87
	
	
	・(2桁)×(何十)の計算の仕方を考えること
	(考)30個の値段は3個の値段の10倍であることを基に，何十をかける計算の仕方を考えることができる。

	②(2けた)×(2けた)の筆算
	88～89
	2

・

3
	○(2桁)×(2桁)の筆算の仕方を考え，計算ができる。
	・(2桁)×(2桁)の筆算
	(考)(技)(2桁)×(1桁)を基にして，(2桁)×(2桁)の筆算の仕方を考え，答えを求めることができる。

	③(3けた)×(2けた)の筆算
	90
	4
	○(3桁)×(2桁)の筆算の仕方を考え，計算ができる。
	・(3桁)×(2桁)の筆算
	(考)(技)(3桁)×(1桁)を基にして，(3桁)×(2桁)の筆算の仕方を考え，答えを求めることができる。

	
	91
	5
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	92～93
	6
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　間の数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	順序数と集合数の混じった問題を図などに表して解くことができる。
・順序数と集合数の混じった事象に興味をもち，進んで取り組もうとする。
・順序数と集合数を選別し，的確にそれらの関係をとらえることができる。
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表して解決することができる。
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表す仕方を理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	94～95
	1
	○順序数と集合数の混じった問題を図などに表して解くことができる。
	・順序数と集合数の混じった問題
・植木算の問題
	(考)順序数と集合数の違いを理解し，問題を解決することができる。
(技)数量の関係を図などに表すことができる。


	◎　よみとる算数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	96～97
	1
	・公園の地図づくりの場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	18　□を使った式

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)

(知)
	未知の値を含む数量を□を使った式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えようとする。
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えることができる。
・未知の値を含む数量を□を使った式に表したり，□にあてはまる数を求めたりすることができる。
・□を使った式の表し方や□にあてはまる数の求め方を理解している。
	4時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	98～100
	1

・

2
	○未知の数を□として，たし算やひき算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。
	・□を使った式の学習への動機づけ
	(関)袋にはいっているあめの数を□として式に表そうとする。
(考)(技)未知の数を□として，たし算やひき算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。

	
	
	
	
	・□を使った式の□にあてはまる数を求めること（加法，減法）
	

	
	101
	3
	○未知の数を□として，かけ算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。
	・□を使った式の□にあてはまる数を求めること（乗法）
	(考)(技)未知の数を□として，かけ算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。

	
	102～103
	4
	○未知の数を□として，わり算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。
	・□を使った式の□にあてはまる数を求めること（除法）
	(考)(技)未知の数を□として，わり算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。

	◎　みらいへのつばさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	時間の学習を活用して，1日の計画を立てることができる。
・1日の生活の計画を立てて，生活をしようとする。
・寝る時間と起きる時刻を基に，時間の上手な使い方を考えることができる。
・1日の計画を立てることができる。
・1日の生活の計画の大切さを理解している。
	1時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	104～105
	1
	・時間の学習を活用して1日の計画を立て，規則正しい生活の大切さを理解する。


	19　そろばん

	目    標
	指導時数・時期

	○

○
(関)
(考)
(技)
(知)
	算盤の構造，部分の名称などを知り，算盤を正しく使用できる。
算盤による加減計算の仕方を理解し，珠算の基本的な技能を身につける。
・そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。
・繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。
・そろばんを使って簡単な加法，減法の計算ができる。
・そろばんによる簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している。
	2時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	106
	1
	○そろばんの仕組みや名称を知り，数の入れ方を理解する。
○そろばんを使って，6＋2，3＋6，4－3，8－6の計算ができる。
	・そろばんの仕組み，数の入れ方(おき方)とはらい方
	(知)そろばんの仕組みや名称を知り，数の入れ方を理解する。

	
	107
	
	
	・6＋2，3＋6，4－3，8－6の珠の動かし方
	(技)6＋2，3＋6，4－3，8－6がそろばんを使って計算できる。

	
	108
	2
	○そろばんを使って，4＋1，4＋2，5－1，6－2の計算ができる。

○そろばんを使って，9＋3，7＋6，11－3，13－7の計算ができる。

○そろばんを使って大きな数や小数の計算ができる。
	・4＋1，4＋2，5－1，6－2の珠の動かし方
	(技)4＋1，4＋2，5－1，6－2がそろばんを使って計算できる。

	
	109～110
	
	
	・9＋3，7＋6，11－3，13－7の珠の動かし方

・大きな数や小数の計算
	(技)9＋3，7＋6，11－3，13－7がそろばんを使って計算できる。

(技)そろばんを使って大きな数や小数の計算ができる。


	＊　もうすぐ4年生（3年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	111～114
	・3年生の既習事項の確認と持続
	2時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


	★　発見！算数島

	ページ
	学習内容
	指導時数

	115～140
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「発見！算数島」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
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